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5．WPW症候群の一例：Kent束切断術前後の心プー

　　ルシンチグラフィについて
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　症例は16歳の男性．うっ血性心不全の状態で入院と

なった．入院後，右型WPW症候群と僧帽弁逆流症の

診断でKent束の切断術と僧帽弁置換術が施行され，状

態の改善をみた．術前に施行された心プールの位相解析

では右心室の早期興奮が認められたが，術後の検査では

早期興奮が消失し，両心室がほぼ同時期に収縮していた．

心プールシンチグラフィでは側副伝導路の正確な位置決

定には限界があると思われたが，術前術後の収縮様式の

変化が明瞭に観察された．

7．てんかん患者の発作間歌期における1231・IMPを用

　　いたSPECTによる局所脳血流の検肘
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　今回われわれは，久留米大学RI施設において昭和63

年11月1日より平成元年2月20日の間に，てんかん患

者26例を対象に，1231－IMPを用いたSPECrによる局

所脳血流を検討した．

　26例中24例（92．3％）に異常を認め，24例すべてに

局所脳血流低下を示唆する低集積像が認められた．X線・

CT，脳波等との比較検討を行ったので，若干の文献的

考察を加えて報告した．

6．　モヤモヤ病患者の局所脳血流検査
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　モヤモヤ病におけるRIを用いた局所脳血流検査の臨

床的意義について検討した．対象は小児脳虚血型8例

（男性3例，女性5例）で，装置はリング型ECT装置

SET－020（島津）を用いた．検査は，133Xe吸入法による

局所脳血流検査とi231－IMP　SPE（汀である．得られた

脳血流像は血流低下部位の分布，血流値について検討し，

鈴木らの血管造影による病期と比較した．

　結果：前頭葉，側頭葉を中心とした血流低下がみられ，

血流低下の範囲は，鈴木らの血管造影による病期の進行

とともに広がり，stage　IVでは後頭葉まで及んだ．また，

局所脳血流値も，病期の進行とともに低下した．

8．悪性黒色腫における1231・IMPシンチグラフィの

　　検肘
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　N・isopropy1－P・［1231］－iodoamphetamine（1231・IMP）は

脳血流イメージ剤として脳血管障害やてんかんなどの神

経疾患に広く使用されているが，近年悪性黒色腫の原発

巣および転移巣の検索にも用いられるようになってきて

いる．われわれも悪性黒色腫患者7例について，1231－

IMPシンチを施行した．イメージは1231－IMP　3　mCi静

注後4時間目に前後全身像，頭部～骨盤部のspot像お

よび病巣部がはっきりしている場合は同部のspot像を

得た．7例中術前に施行しえた3例に異常集積が認めら

れた．術後症例では，異常集積は認められなかった．こ

れらの症例について病巣の部位，大きさおよび1231－IMP

の集積の有無等について検討したので報告する．
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